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ある。したがってはじめは榊造設備も fíljlìiで，この往設規程が

制定されるまではとくに建設規絞というようなものはなく ， 必

裂の際は特許のつど命令をもって指示していたものである。

この規程は 4 章 35 条からなっていて I t(J; l î;:t総目11に本線路，

側線および併用軌道，新設軌道を定後している (第 2 ・ 3 条)。

つをfに訂~ 2 ï;îの線路およひー建造物においては il坑問および輪縁路，

軌道定規，従事柱，排水設lili!およひ.地下工作物に対する|坊附設

耐jj ， 曲線および勾配(これまし、)，軌道および橋祭(きょうりょ

う) ，踏切迫，保安装置等の隣造 ・ 寸法を定め(第 4 -2 1 ，条)，

tP; 3 1;1:車両においては車両の裟位， 111愉・機関111および電車 ・

霊長 11iおよび汽動車等の構造 ・ 寸法を定めてある(第 22-32 条)。

最後に担p; 4 4t雑t!IJにおいて入力または馬力を動力とする軌道に

j即日しない条項，地方鉄道建設規程中新設軌.ìilに適用する条項

および建設大臣 ・ 運輸大臣は特別の司II抱ある場合この規程に よ

らない設計を命じ， または許可することができることを定めて

いる(第 3-35 条)。

この占l!.程が地方鉄道およひ、l主l欽のm段規程と~なるおもな点

は 川軌道はlìíJ述のように馬車鉄道から発途した道路日i 用軌

道を原貝IJ と するため，運転速度も退く ，編成も短いため規程全

休がより簡単であること (2) 軌道はi活路との併用を原則とす

るために道路悦造および道路交通との関連にm:点をおいている

こと (3) 建築定規お よび車両定規というものがなく ， すべて

軌Jli定規によって規定していること (4) 信号儀に|刻 して何ら

規定していないこと等である。(江息日正夫)

きどうけんそくし 々 軌道検測草 軌道の静的狂い(無荷重

状腺またはそれに近い荷量状態n'fにおける狂い)を検ìJl1l iiè録す

るための装紅白:設けられた特刻トロリー抱式のもの。検視IJ速度

は低 く ，比較

的日i車検測が

可能である一

般車両型式の

いわゆる軌道

試験111 とは区

別する。

現在国鉄で

月I \，、ている軌

道検測Iliの概

嬰はつぎのと

おりである。

l 軌道検州事

JI1休は IÌÎJll1 f本 ・ 後11'[ 1本およ び中央検 iJIII記録主主位の 3 部分から

なり ， 前後111休は中央車軌を共有し，そのJlll]ilhを中心柄h として

上下に回転可能である。モータ ーカ ーにより型転i] I (けんいん)

され走行しながら軌間 ・水準 . ~:;j低 ・ 通りの各i防的狂いがそれ

ぞれの検ìllll殴併によって述統的に検測記録される。

l 主嬰項目

(1) 型式検測 6 平総を有する型鋼材組立式 (2) 車体寸法

長×師×日 5，000X 1 ，350 X800 mm (3) 自主 420 kg (4) 牽

引 5 l-P 以上の動力I]I (5) 検i則速度 5-25 km/h (6) 記録

寸皮走行距離 -L，水準土，軌問 ・ 通 り . iOi低 土 (7 )
1.000' ''' -~ 2 

記斜線式辿統記録式 (8) ìJIII定値ffi皮 ア水準以外の精度

はやや入念な人力測定の精度に劣らない イ 水準に関しては

人力測定よ り精度はやや低いが， llll期以11 10 km/ h, 直線部

15 km/h 以 Fに速度制限すれば十分実用にさしっかえない。

2 検ìlliJfl量椛

( 1 ) 高 低従米の糸政り式と同じ 3 点法で， 前輪と後輪

とを結ぶスパン 5 m の直線に対する中火事輸のお低差を，その

3 i.Zの相対的{立世によって生ずる角度 (0 ) に応 じて変化する前

後JI1休の上 ~~H間隔から求め記録する(凶ー2 の①)。

(2) 通 り i\:fi1ほ測定の方向を変え， レーノレ内側聞に前後

1]1輸を彼f'r させ 2 検測機 Hlt

その lìí]後輸を紡

ぶスパ γ5 m の

直線に対する司 ，

失点の出!Êれを，

その点で絶えず

レー ノレ |句。 [110而に

接~"fするーノュー

の移動fil:によっ

て illlJÆ する。(j}(j

-2 の②)

(3) il比 rHJ

阿 flllJ レールの

内聞にJ安着せる

シューの移動此

をそのまま表示

するので， この

γ ューは巡り ìJllJ

①高低機州I

F1L寸j子竺与l
也乙ι T~~!...~r，'-f-fi1
② 通り機憐

押h-

s ③ 
71<l.\~機構

定期:ゾューを併 レール

用する (l濁ー2 の

③)。

(4) 水 準 1]1 f本の固定された l 点から釣下げた霊錘(じ

ゅうすし、)は ， 'li~に垂直に静止している として ， これに対して軌

道の左布レールの1.5仮差による車体の傾斜を測定する(凶ー2 の

③)。

この際JJi:鋭はあまり速度が高く なると遠心力の作用を受け，

若干測定価に誤差を生ずる。(田中正彦)

きどうこうじ よう 軌道乙う上 列車荷重によ って ν ール聞

が沈 F し ， これをもとの高さに復すとき，または総っき囲め作

業のとき，あるいは道床の淳さ(ま くら木下と路盤との聞の砂

利回の厚さ) を地JJUする場合など， レ ー ノレ耐の沼iさをこう上 さ

せること。これは上げ路ともいわれ，線路こう上のように路盤

はこう上しないで， レーノレ国だけこう上すること である。これ

と反対に ν ール簡の日さを低く すること を，軌道低下または下

げ路と L づ。(問中正彦)

きどうこうしん 軌道更新 軌道を附成する各組材料が相当

延長にわたり似粍をきたして，軌道が全体的に老衰状態に達 し

た場合， 良好な材料でべつに組立てられた軌権(ききょう)ある

いは軌権と良好な道床パラストを用いて，軌権あるいは軌道の

全体をまったく新しい材料をもっ て一度に吏換して，老衰した

軌道を吏生一新することをいい， この方法を軌道吏新法という。

軌権とは枕木(ま くら~..)を枕木配置表によって配置し， これに

軌条を締結したはしご形のものをい う。

軌道更新は欧米では原則的にこ の方法が実施されている。 わ

が国て'fì~在東京付近の電車線を中心として一部施工されてい

るが，作業が大規艇のため必然的に繊械化することとなり，従

事区!日lの夜間lの列11工|制合約 31時間を利用して軌権つり上総， ブ

ルドーザー，砂利絞込機， 砂利散布1]l， マルチプノレタイタソパ

等を使って災施している。 (伊I也知堅一)

きどうしきち 軌道敷地 軌道(法制上の)を敷設するに必要

な9}j( t也をし、う。

併HI軌道においては軌道法第 12 条第 1 項において，軌道経

営者は軌条!日1の全部およびその左右各 2 尺をかぎり ， 道路の高ft
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